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表土の移動保存と土壌小形節足動物相の変化  

Ⅰ．小量土壌のコンクリート床上への設置  

Removement and Preservation of Surface Soiland Change  

in SoilMicroarthropod Fauna  

I．Setting of a SmallAmount of Soilon Concrete Floor  

小作明則＊・青木淳一＊  

AkinoriKosAKU＊andJun－ichiAoKI＊  

SynopsIS   

To examine progressive changein microarthropodfaunain removed soil，Sixteen surface soil  

samples（10×10×5cm depth）taken from a mixed forest of C7Wtomerla j（4）Onica and Cんa－  

nLaeり少a7－is obtusain February，198l，Were PaCked eachin a gauze bag and set on a concrete  

floorlOm above the ground．Four each samples were putin Tullgren funnels just after the  

sampling，1monthafter，3months after and6months after the setting on the foor・The total  

number of microarthropods onceincreased after3months and then decreased to about half of  

theinitialnumber after6months．Only Symphypleona of Collembola and Formicidaeincreased  

and got the highest number after 6 months．Of the 40initialspecies of oribatids 3species  

disappeared afterlmonth，8species did after3months and31speciesdidafter6months．Sixteen  

species of oribatidswere newly added afterl～6months，including somespeciesusuallyinhabiting  

grassland soilor house dust．  

（放生物および土壌動物）の価値がある。土が生きた  

姿を維持しつづけるためには，土壌表層部における多  

量の生物の存在とその活動が必要である。したがっ  

て，表土を移動し再び還元するにあたっては，できる  

ことならその表土中の生物群集が著しく変化しないよ  

うな配慮が必要になってくる。表土ほ移動させること  

により構造が破壊され，また異った環境（たとえば直  

射日光のあたる乾燥した場所など）に相当長期間保管  

されることも多く，表土中の生物も少なからぬ影響を  

受け，極端な場合には完全に死滅することも考えられ  

る。   

著者らの一連の研究では，土壌生物のうちの土壌小  

形節足動物をとりあげ，それが表土の移動保存によっ  

てどのような影響を受けるかという点につき，実験的  

に基礎的なデータを得るた捌こ計画された。   

表土の移動が土壌動物に与える影響について調べら  

れたものとしては日本道路公団試験所・プレック研究   

は じ め に  

近年になって表土の重要性が認識され，土地造成の  

際にも，削りとった表土を廃棄したり，埋め込んだり  

せずに別の場所に移動保存しておき，工事のある段階  

で元に戻すという方式がとられるようになった。これ  

は有機物に富んだ表土の存在が以後の植栽にとっても  

大切なものであり，その表土ほ一朝一夕に形成された  

ものではなく，永年にわたる生物の作用によって熟成  

したものであることが理解されてきたためであろう。   

更に重要なことは，表土に含まれる多量の有機物自  

体の価値のほかに，表土中に存在する多種多様な生物  
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所（1980）の研究があるのみである。この研究は栃木  

県日光市七里～清滝の大谷川に沿った山裾部分で1979  

年9月～10月にかけて行われ，実際に山地から表土を  

削り，それを仮置し，更に復元した場合の動物相の変  

化を調べ，土壌大形動物・土壌小形節足動物ともに表  

土の移動により個体数が激減することを見ている。た  

だし，仮置の状態では鞘麹目・双麹目・膜趨目などは  

むしろ多くなる傾向があること，ほぼ1年を経過して  

復元地でトビムシのあるものが異常に増加する例があ  

ったことを報告している。このような実際の表土移動  

の場での研究ほそれなりに価値が高いが，この場合は  

表土の移動経路や移動時期が不明のことが多く，正確  

性に乏しい。   

著者らの今回の研究ほ実際の表土移動の状況からは  

はるかにかけ離れた小模娩な実験であるが，移動した  

表土そのものを経時的に調べ，個体数のみならず，サ  

サラダニ類については種レベルでの増減まで追跡して  

みた。  

材料と方法  

実験に供試する土壌資料を得るにあたっては，サン  
プル間のばらつきを少くするため，物理的条件（気象  

および地形）と生物的な条件（主に植生）が均等にな  

るように，各試料間で植生が均一でかつ土地の傾斜が  

少ないことを条件として土壌資料採取地を選定した。  

その結果，神奈川県大和市の神奈川県保存林に指定さ  

れたスギ・ヒノキ混交林（図－1）を土壌資料採取地  

とした。土壌資料の採取ほ1981年2月8日に縦10cmx  

横10cmx探さ5cmのブリキ製採土缶16個を林床に打ち  

打んで行なった。採取した資料ほ採土缶に入れたまま  

20×30cmのガーゼ製の袋に各々入れ1時間以内に横浜  

国立大学の実験室に持ち帰った。   

全採取資料16個中，4個の資料は土壌移動前の土壌  

とみなし，土壌動物の分離抽出のため直ちにTullgren  

装置に投入した。熱源としては40W白熱球を使用し，  

72時間照射した。残り12個の資料は環境科学研究セン  

ター西側3階のコンクリ←ト製非常階段上（図一2）  

にほぼ20cmの間隔をおいて設置し，以後の保存期間実  

験用の資料とした。この際，資料土壌は採土缶より取  

り出し，運搬に使用したガーゼ製の袋に入れ，あらか  

じめ口を封じた後に設置した。地上3階の高さで実験  

をおこなった目的ほ，地表に設置することによって生  

じる周囲の環境からの動物の侵入を防ぐためである。  

以上のようにして設置された保存期間実験用資料か  

ら，その後19飢年3月10日（1ケ月後），同年5月10  

日（3ケ月後），同年8月6日（6ケ月後）の3回，  

各々1回につき4資料，計12個の資料を得た。以下に  

図1土壌資料採取地の位置   

図2 横浜国立大学環境科学研究センターの3階  

西側ド皆段上に設置されたガーゼ袋入り表層土  

3回の資料採取時の資料の状態を示す。   

1カ月後（1981年3月10日）一資料土壌にガーゼの  

袋が密着しているが袋そのものほ傷んでいなかった。  

その他の外観に変化ほなかった。資料ごとの乾湿にほ  

とんど差はみられれなかった。   

3カ月後（1981年5月10日）－ガーゼの袋の外に  

資料土壌中に混入していたドクダミなどの植物の芽が  

袋をっきやぶって出ているのが半数の資料に認められ  

た。さらに地衣の類が表面に付着していた。菌叛のた  

めに袋の一部に穴のあいたものがある。   
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表1 コンクリート床上に設置した表土中の土壌小形節足動物各群の個体数の経時的変化（1981  

年）∑J：100cm2×5cmの土壌サンプル4個あたりの数，鳶：土壌資料1個あたりの平均  

個体数  

設置時（2月8日）  6カ月後（8月6日）  1カ月後（3月10日）  3カ月後（5月10日）  
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全 動 物 合 計  4，3541，086．25 300．6716，0011，500．25 526．5513，607 902．75164．4212，295 573．75 449．10   

Tullgren装置によって貧毛類や線虫類もわずかに  

採集されたが，これほ除外し，小形節足動物を目の単  

位に類別して増減の動向を示したのが表1および図3  

である。まず，小形節足動物の全数についてみると，  

土壌資料設置時（実験開始時）に1，089頭／100cm2で  

あったものが，1カ月後（3月10日）には1，499頭／  

100cm2に増加していた。しかし，3カ月後（5月10  

日）と6カ月後（8月6日）にはそれぞれ902頭，574  

頭と再び減少し，設置時よりも低い値となった。予想  

でほ，土壌資料をコンクリート床に設置した直後から   

6カ月後（1981年8月6日）一資料を入れた袋は  

ほとんど全部腐ってボロボロになった。手で袋を持ち  

上げることは不可能。5月の時点で芽の出ていた植物  

ほ全て枯れていた。数10cmほなれた資料間で，肉眼で  

も明瞭な乾湿の差が認められた。   

これら保存期間実験用資料からの土壌動物ナ11J出ほ，  

2月8日の1回目と同一の条件でおこなった。  

結果および考察   

1．土壌小形節足動物の変化  

■  
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囲マルトヒムン亜H匡ヨブントヒムシ凧l   

図4 トビムシ目のうち，マルトビムシ亜目とフ  

シトビムシ亜目の個体数割合の経時的変化  

ムシ類も6カ後の減少のしかたが少ないほうである。  

道に，後半に増加した特異な群としてマルトビムシ類  

に注目したい。この類は1カ月後にやや減少したもの  

の，その後増加しつづけ，3カ月後で当初の2．4倍，  

6カ月後で4．2倍の数にまで増加している。その結果，  

フシトビムシ類の割合は図3に示すように，1カ月後  

までと3カ月後以降でほ大いに異なっている。もう一  

つ，6カ月後に増加した例として膜趨目（アリ類）が  

あげられる。アリはおそらくコンクリートの階段を登  

って資料中に侵入してきたものであろうが，マルトビ  

ムシについてはどのような経過で数が増加したのか今  

のところ判明しない。   

ダニとトビムシの比率（A／C比）をとってみると，  

設置時から6カ月後に向って，1．85→1．99→2．18→  

0．28となり，3カ月後まではダニのほうが約2倍生息  

していたものが，6カ月後にほトビムシがダニの約3．6  

倍になり，順位が逆転した。これは6カ月後における  

ササラダニの急激な減少とマルトビムシの急激な増加  

によるものである。   

ダニ類全体の中に占めるササラダニ類の割合（ササ  

ラダニ指数）は70．9％→76．0％→65．1％→26．5％とい  

う変化をたどり，3カ月後までほササラダニはダニ全  

体の65％以上を占めていたものが，6カ月後には急に  

その割合を低下させている。ササラダニ頼はケダニ類  

とともに環境の変化には敏感なダニとみなしてよいだ  

ろう。   

しかし，6カ月後の時期は丁度8月にあたり，土壌  

動物（とくに土壌ダニ類）は夏季に減少することが一  

般に知られており（青木ほか，1977；石川ほか，1977；  

芝ほか，1978），その要因を消去するためには更に詳  

しい実験，長期にわたる実験が必要である。   

2．ササラダニ類各種の変化   

ササラダニ類の合計種数は設置時40種，1カ月後44   

3
か
＝
は
 
 

6
か
〓
後
 
 
 

図3 実験土壌中における土壌小形節足動物の主  

要な群の個体数（100cm2，深さ5cmあたり）  

の経時的変化。  

動物は減少の一途をたどり，6カ月後にはほとんど消  

滅するものと思われたが，1カ月後に動物数が増加し  

たこと，6カ月後においても設置時の約1／2の動物数を  

保有していたことなど，予想とは大いに異なる結果を  

得た。ガーゼの袋に入れた表土の量が500cm3 という  

少量であること，設置場所が屋根のないコンクリート  

床上で，直射日光による乾燥と降雨による水浸しを交  

互に受ける苛酷な条件下において，このような結果が  

得られたことは意外といってもよいところであった。   

しかし，動物群別に見ると，増減の経時的変化はか  

なりさまざまであった。′J＼形節足動物全数と同様に1  

カ月後に最大値を示したのほササラダニ類，トビムシ  

類（中でもフシトビムシ類），双麹目（幼虫）などで  

あった。特に，ササラダニ類は個体数も多く，1カ月  

後での増加率も高かったので，これによって小形節足  

動物全体の数が左右されたとみてもよい。ムカデ類は  

1∩カ月後においてほとんど消失しており，カマアシム  

シ類，ホコリダニ類は6カ月後でほとんど消失し，ケ  

ダニ類，ササラダニ類は3カ月後までかなりの密度を  

保っているが6カ月後で急激に減少している。一方，  

コナダニ類とヤドリダニ類ほ実験期間を通じて個体数  

にあまり大きな変化がみられず，環境の変化に対して  

かなり抵抗力の強い群であると考えられる。フシトビ  
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表2 コンクリート床上に設置した表土中のササラダニ類各種の出現および個体数の経時的変化（1981年）  

∑x：100cm2×5cmの土壌資料4個あたりの数，虎‥土壌資料1個あたりの平均個体数  

1カ月後（3月10日）l3カ月後（5月10日）l6カ月後（8月6日）  設置時（2月8日）  
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ぐり∫J〃り（ゾJ〃〃）JJ／JJゞ／・（ゾ／（・J′／（J／JJゴ  

∫‘、／汀／再・／わ（7／（・∫／（J′／♪（I∫  

PJα秒乃Ofゐγ〟5Sp．  

れる。一方，3カ月後になって出現してきた種の中に  

は，偶然と思われない種も含まれている。たとえば，  

励んビJo′イろα～β∫Jαfゆβ∫ は森林には少なく，草原に多い  

種であるし，Co∫′〝OC如ん0乃f〟∫rβ～∠c〟Jαf〟∫は野外にほ  

少なく，家屋内にしばしば見出される種である。1カ  

月後に出現し，3カ月・6カ月後に数を増加させてき  

た 二柁cわC呼んど～J∫gJ曙α乃∫ という種も人為的影響の強  

い環境にもよくみいだされる種である。設置時から6  

カ月後まで通して出現した種はfシ0わ′‾fろαfe∫Sp．A以  

下9種であったが，これらほ6カ月後で明らかに個体  

数が減少していた。   

全体を通じてみると，3カ月後の種数が設置時と変  

らないことに注目したい。2月から5月までの季節ほ  

コンクリート床上でもさほど高温にならないために，  

これだけの種が保持されていたのであろうが，予想で  

ほもっと種数の減少が起こると考えられたので意外で  

あった。また，6カ月後は激減したとほいえ，14種の  

ササラダニが資料中に生息しており，このことも当初  

の予想をくつがえす結果であった。  
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種，3カ月後40種，6カ月後11種という変化をたど  

り，3カ月後まではほとんど大きな変化がなく，6カ  

月後に急激に減少しており，個体数の変化と似た動向  

を示した。   

種の減少の様子を種ごとにみてゆくと，表2にみら  

れるとおりである。まず，設置時（実験開始時）にい  

たと思われる40種がどうなっていったかをみると，1  

カ月後に Ggんユ少OC如ん0乃よ〟∫rゐαゐ〝ヱα〃f〟∫ ほか3種  

が消滅し，3カ月後にはE7－g′花“J〟∫α・Ug〃節′一 ほか5  

種が消滅し，6カ月後にはぶ〟CわろピアみgJαf〟∂β／て〟Jαgα  

ほか31種が消滅し，当初の40種のうち9種だけが残存  

するという結果になった。しかし，設置時の資料にほ  

みられなかった種が途中から出現する現象もみられ，  
1カ月後にほ几先王rJ坤〆α∠′一～c〟車∠ゐfαほか12種が，  

3カ月後には励んピJorf∂αfビ∫Jαゆピ∫ほか4種がつけ加  

わってきた。しかし，6カ月後になって新たに出現し  

てきた種は皆無であった。しかし，この実験法では同  

一資料を経時的に見ているわけではなく，設置期間を  

違えた平行資料を検査する方法をとっているので，こ  

れらの種の消滅や出現は全てそのまま実際に消滅・出  

現したものと解釈することはできない。特に，データ  

にばらつきが多く，標準偏差の大きい種については資  

料間の差によるものと考えたほうがよい場合もあろ  

う。   

それにしても，新たに途中から出現する程よりも消  

滅してゆく種のほうがはるかに多く，特に3カ月後ま  

でほ残存し，6カ月後に姿を消す種がたいへん多い。  

この中で，几す∠ェ∬α7一〟∫ピエ∠Jf∫，拗oc如ん0乃JビJJα／／ヱ∠7Z〟－  

／／川■仙′，〝♪／／り／川＝′川／－‘り〉‘此●‘／‘J♪‘打（ル■‘′，ノ小／り／川／‘川一  

JJ／‘トりて・‘〟〟，占バJlソ・り〃J／∫リノ仙／／・小リイ／●／JJ∫，n■いJ■叫砧肌  

CJαγαf〟∫ などの種ほ森林性の種であり，今回の設置  

実験におけるような環境の激しい変化にあえば長く生  

存することは不可能な種であろうことほ容易に推察さ  




